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研究成果の概要（和文）：熊本・大分県における伝統的地域飲食文化の粋と言える地域で好まれる酒と魚介料理の分布
展開を明らかにするため、酒販店と一般住民を対象とした聴取りアンケート調査を実施し、熊本県で飲酒嗜好地域5つ
と魚介類食分布7タイプ、大分県で前者が7つ、後者11タイプの展開が明らかにした。これらの伝統文化を活用する地域
興しについて提言を行った。従来、当該分野に関する研究はほぼ皆無であることからも、大きな研究成果を得たと言え
よう。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify the regional development, change in alcohol dr
inking preferences and traditional seafood meals in Kumamoto and Oita prefecture. Kumamoto prefecture enjo
yed the 5 types of alcohol drinking preference and the 7 types of traditional seafood meals. On the other 
hand,
Oita prefecture enjoyed the 7 types of alcohol drinking preference and the 11 types of traditional seafood
 meals. The regional development in alcohol drinking preferences and traditional seafood meals are the imp
ortant cultural treasure of the region. Therefore, it is necessary not only to keep a record of them, but 
also to use them for the activation of the rural region.
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１．研究開始当初の背景 
 ルーラルな地域の重要な伝統文化の代表
である酒と魚介料理は、わが国における高度
経済成長期以降の人口の大流出と、担い手お
よび消費者の高齢化・減少、環境や産業構造
の変化に伴う食材の入手難などもあって維
持・存続が厳しい状況にある。 
研究者は、宮崎県域を事例とした調査より、
それらの記録の重要性と活用の可能性を感
じると同時に、研究対象地域をさらに拡大し
て実態の把握に努める必要を感じた。 
 ‘和食’がユネスコ世界文化遺産に登録され、
和食、および食文化ブームが喧伝される昨今
であるが、それは、逆にそれだけ伝統食文化
が危機的状況にあるという証でもある。詳細
な地域実態研究が、ますます喫緊の課題とな
ってきている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の 3点である。すな
わち、(1)宮崎に隣接する熊本・大分両県域に
おいて、伝統的に地域で好まれてきた酒と魚
介類食の分布展開を解明することである。伝
統的に地域で好まれてきた酒およびそれを
作ってきた酒造場は、消費者の高齢化、減少
と‘酒離れ’もあって苦境のさなかにある。伝統
魚介類食も、食材の入手難や担い手の高齢化、
‘魚離れ’もあって消滅の危機にあるものが多
い。したがって、(2)これらの地域伝統文化に
関する記録を残すことが、学問上喫緊の課題
となっている。これら、(3)消滅しつつあるも
のも含めて地域伝統文化を掘り起こし、これ
らを核とするツーリズムなどで誘客を図る
などして地域振興に関する方策を考えてい
きたい。 
 
３．研究の方法 
(1)地域の飲酒嗜好を反映していると考えら
れる長年地域に根付いてきた小売酒販店を
対象として、好まれる酒類や銘柄、それらが
好まれると考えられる理由、近年の酒類嗜好
の変化などに関する聴き取りアンケート調
査を実施した。具体的には、タウンページで
拾い出した熊本県内小売酒販店990件のうち、
全市町村を対象に店舗数の割合で割り振っ
た計109件の小売酒販店をアトランダムに抽
出し、先述した地域飲酒嗜好と近年の動向変
化などを把握した。 
(2)熊本県の伝統的魚介類食に関して文献研
究、郷土料理研究家などの協力により 73 品
目を選定した。そのそれぞれについて、摂食
頻度の聴き取りアンケート調査を協力学生
に担当を依頼して、飛び込み訪問で実施し、
県内全市町村を世帯数で割り振った658件の
データを入手した。 
(3)大分県においても(1)と同様の方法で県内
632件の小売酒販店のうち、アトランダムに
抽出した 84 件を対象に聴き取りアンケート
調査を実施した。 
(4)大分県の伝統的魚介類食に関しても、文献

研究、郷土料理研究家などの協力により 71
品目を選定し、県内全域で 488件の摂食頻度
に関する聴き取りアンケート調査データを
入手することができた。 
(5)酒と肴の拠点である酒造場や魚介朝市な
どを中心に関連をめぐるツアー企画構築の
ための巡検調査と、特徴的な郷土食を現地の
方に見せていただく調理実践調査などによ
り、外部からの誘客を図るツアー構想など地
域振興への寄与策を考案した。  
 
４．研究成果 
(1)主な研究成果 熊本県域における飲酒嗜
好地域をⅠ熊本型：清酒、連続式じょうりゅ
う焼酎愛飲地域、Ⅱ球磨型：25°コメ焼酎、
Ⅲ天草・八代海沿岸型：連続式じょうりゅう
焼酎、Ⅳ薩摩型：25°イモ焼酎、Ⅴ北部県境
山間地型：清酒、連続式じょうりゅう焼酎、
ムギ焼酎愛飲地域の5地域に分けることがで
きた。 

図１ 熊本県域における飲酒嗜好地域 
の展開 

 
 熊本県域における伝統的魚介類食 73 品目
の摂食頻度を得点に換算して順位をつける
と、1 位がイワシの塩焼き、2 位がタチウオ
料理、3 位がトコロテンであった。それらの
摂食地域分布パターンをみると、①凡県域高 

 図２ 大分県域における飲酒嗜好地域 
の展開 

摂食型、②凡県域中摂食型、③内陸広域摂食



型、④沿岸・内陸広域摂食型、⑤沿岸・内陸 
特定地域摂食型、⑥内陸特定地域摂食型、⑦ 
幻となりつつある型の 7タイプがあった。 
次に大分県域における飲酒嗜好地域をⅠ
凡県域型：20°ムギ焼酎、清酒愛飲地域、Ⅱ
大分・別府型：多様な嗜好の混在する都市型、
Ⅲ佐伯型：ムギ・コメ・イモ焼酎、清酒、Ⅳ 
竹田型：ムギ・コメ焼酎、清酒、Ⅴ国東半島 
型：連続式じょうりゅう・ムギ焼酎、清酒、 
Ⅵ日田型：25°ムギ・イモ焼酎、清酒、Ⅶ耶
馬溪型：コメ焼酎の 7地域に分けることがで
きた。 
 大分県における伝統的魚介類食 71 品目の
摂食頻度を得点に換算して順位をつけると、
1位がかまぼこ、2位が魚のすり身揚げ、3位
がアサリなどの佃煮であった。それらの摂食
地域分布パターンをみると、①凡県域高摂食 
型、②凡県域中摂食型、③沿岸・内陸広域摂
食型、④沿岸広域摂食型、⑤内陸広域摂食型、
⑥県南部地域摂食型、⑦県北・東部地域摂食
型、⑧沿岸・内陸特定地域摂食型、⑨沿岸特
定地域摂食型、⑩内陸特定地域摂食型、⑪幻
となりつつある型の 11 タイプがあった。 
以上、両県における分布解明に関する一連
の成果は、既存研究を越える新発見である。 
熊本県域における上記のような飲酒嗜好
地域と伝統的魚介類食に関する分布研究を
踏まえた上で、それらの拠点となるポイント
をつないだ‘本物’を味わい体感する 3つの
ツーリズム構想についての提案を行った。す
なわち、①県北部、有明海沿岸から阿蘇への
旅：荒尾の海岸でのアサリ、イソギンチャク
潮干狩り、実食体験の後、山鹿の古い町並み
と酒蔵をめぐり阿蘇へ、ここで自然景観を堪
能するとともに、酒蔵・温泉を体感する。②
天草、歴史と現在が交差する旅：クルマエビ
養殖場や富岡城址、天草陶石採掘場を経て当
県随一の漁港牛深へ、早朝の水揚げ風景を眺
めた後、コメ焼酎蔵を体感する。③球磨、水
と歴史の旅：球磨川水源から出発して球磨焼
酎藏、魚問屋をめぐる。球磨地方は、山間な
がら魚介流通の一大拠点となっており、扱わ
れる豊富な魚介を目にすることができる。そ
の後、球磨川下りを体感して河口都市八代へ
至る。 
大分県域においても酒と魚の拠点をめぐ
る‘本物’を体感する3つの旅の提案を行っ
た。すなわち、①水・酒・魚の道をたどる佐
伯・臼杵から竹田へ至る県南横断の旅：佐
伯・臼杵の漁港における水揚げ見学に始まり、
城下町の町並み見学、地元伝統料理の実食体
験の後、水・酒に関わりの深い旧街道をたど
って竹田へ至る。当県魚介の終着点と言える
当地区の伝統料理である「頭料理」、すなわ
ち、オオニベなどの大型魚を余すことなく湯
引きして食する料理を体感する。②日出から
宇佐・中津へ県北・県東縦断の旅：日出大神
漁港の水揚げ見学に始まり、安心院の酒と魚
に関わる鏝絵を探し、ワイナリーを見て宇佐
四日市市街に祀られているえびす像を探し、

長洲漁港でブルー・ツーリズムを体感する。
③水郷日田から筑後川を下る、筑後文化圏を
めぐる旅：水郷日田の伝統料理である「たら
おさの煮付け」の実食体験後、筑後川を下り、
流域に根付くコイやナマズといった淡水魚
の漁法や伝統料理、カッパ伝説を体感、河口
に近い城島の酒蔵や日田スギ利用に始まる
大川の家具問屋を見学して河口へ至る。 
これらの旅は、地域の本物の文化を体感で
きる魅力にあふれている。こういった企画の
実践により、地域の活性化をはたらきかけて
いきたい。 
(2)国内外における位置づけとインパクト 
特定の地域を対象に行った飲酒嗜好地域
研究も、伝統的魚介類食の摂食分布地域の分
類も、国内外を問わず既存研究では全く見ら
れない独創的な研究成果であり、新発見と言
うことができる。‘和食’の無形文化遺産への登
録以後、ブームとなりつつある食文化の探求
においても、本研究のような地道な地域研究
が不可欠であり、海外の学術雑誌からの問い
合わせが来ていることからも、世界的に見て
インパクトの大きな成果であることがわか
る。 
(3)今後の展望 わが国における酒と伝統的
魚介類食において特徴の見られるいくつか
の地域、具体的には玄界・有明両海や内水面
の特徴的魚介料理が存在し、県内 29 酒造場
を擁する北部九州の酒どころでもある佐賀
県、境港、賀露漁港など日本海側を代表する
魚どころであり、かつ 18 酒造場を擁する酒
どころでもある鳥取県、内湾と外洋の個性的
な海域が併存し、歴史に裏打ちされた伝統食
が根付く魚どころであり、38もの酒造場を擁
する三重県、北陸を代表する魚どころであり、
19 の酒造場を擁する富山県の 4 地域につい
て、それぞれの地域で好まれる酒と伝統魚介
類食を解明するための調査研究を進めてい
く。なお、これら 4県には、魚介料理に関す
る文献の存在を確認している。これらの地域
実態研究を踏まえた上で、文献研究の成果を
加えて『日本 酒と肴の文化地理』への集大
成を図る。さらに、『世界 酒と肴の文化地
理』研究へとつなげていく。 
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